
 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもので

はありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任に

おいて行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご契

約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA Inc. 

All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 
 

http://www.duma.co.jp 

DuMA ニュースレター                                  2019 年 2 月 18 日 

火山はどのようなきっかけで噴火するのか？ 

 皆様は火山がどうして噴火するのか、お考えになった事はありますでしょうか。古典的には、

地下で放射性元素の崩壊熱での温度上昇や、地下深くからもたらされる水によって岩石の融点が

下がり、その結果マグマがゆっくりと蓄積していきます。実際、日本の多くの火山の下には大な

り小なりマグマ溜まりと呼ばれるものが存在しています。 

 昔はそのマグマ溜まりに、外からの圧力が増加して、あたかも歯磨きチューブをぎゅっと押し

たように中身（＝マグマ）が吹き出すと考えていました。 

 下の模式図は地学関係では有名な山賀 進さんのウエブに掲載されている図です。ここで重要

なのは、水を含んだマントルがプレートの沈み込みによって、地下深くまでもたらされる事なの

です。“水”がマグマ発生のキーワードなのです。 

  

https://www.s-yamaga.jp/nanimono/chikyu/kazan-03.htm 

 

 実は DuMA/CSO が地球科学を志すきっかけとなったのが、当時私が在籍していました中学・

高校で地学の教鞭を取る事になった山賀先生が「どうも大陸は移動しているらしい」「プレート

テクトニクスという革命が起きている」と上田誠也先生の『新しい地球観』という本を紹介して

下さったのです。数十年後にこの本を開いてみましたら、なんと初版を購入していました。まさ

かその後、上田先生が私の指導教官となるとは夢にも思いませんでした。 

 

 ところが３０年ほど前から、火山が噴火するのは、圧力が上がるのではなく、地下で圧力が下

がる事がきっかけなのではという考えが主流になってきました。 
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 つまり、プレート運動の圧力で、たとえば日本列島がぎゅうぎゅう押されてマグマが地表に絞

り出されるのではなく、地下での圧力が下がって、マグマの中に溶けていた揮発性物質（たとえ

ば水）が気体となり（これをマグマの発泡現象と言います）、マグマの体積が結果として大きく

なり、地表に噴出するというものです。 

 

 つまり、ビールやシャンパンの瓶の栓を抜くと、中の圧力が突然下がり、泡が発生し瓶の中の飲

み物が吹き出します。これと同じでマグマ内部で発泡が起こって噴火に至るというものです。水は水蒸

気になりますと、体積は１０００倍以上に増加します。この体積増加がマグマの急激な上昇をもたらすの

です。 

 

 それでは、地下の圧力を下げるのはどのような現象でしょうか？一つの例が近傍での巨大地震

の発生です。たとえば２０１１年の東日本大震災では、日本列島が東へ大きく動き、東北日本の

地殻が東西に引延ばされました。これは応力の低下（＝減圧）を意味します。そのため３．１１

の後には、東北地方の火山活動が活発化するのではないかと思われました。確かに火山活動は全

体的には活発化しましたが、幸い大きな噴火は東北地方では今まで発生していません。ただ多く

の火山学者は「２０世紀後半から日本の火山活動は極めて低調だったので、２１世紀前半は活発

な状態（これが普通の状態）に戻るのでは」と考えているようです。 

 

日本列島陸域の地下天気図® 

 １月１４日のニュースレターに引き続き、日本列島陸域に特化した地下天気図解析です。M タイプも L

タイプもほとんど同じパターンを示していますので、今週は L タイプをお示しします。 

 比較のために、１月１０日と、２０１８年１１月３０日時点の L タイプ地下天気図を下にお示しします。やは

り九州北方海域での、かなりの期間継続している静穏化が気になります。 
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